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1. 序
複素数体上の単純リー代数の無限次元既約最高ウェイト加群の指標の決定は，1970年
代の表現論における最重要問題の一つであった．それ自体は純粋に代数的な問題であ
り，Jantzenらにより代数的手法による精力的な研究がなされたが，1980年前後にお
けるその最終的解決 (Kazhdan-Lusztig予想 [17]の証明，Brylinsky-柏原 [8]，Beilinson-

Bernstein [5]) においては，D加群や交叉ホモロジー等の幾何学的手法が縦横に用い
られた 1．この理論の核心となったのは「表現の旗多様体上での局所化」，より正確に
は，リー代数の表現と旗多様体上のD加群の対応関係（Beilinson-Bernstein対応)であ
る．幾何学的な新手法の導入により問題が一挙に解決されてしまったのであった．そ
の後，筆者と柏原はこれをKac-Moodyリー代数にまで拡張した ([11],. . . ,[16])．また
Bezrukavnikov-Mirković-Rumyninは，正標数における単純リー代数でも対応する理論
を構築し，既約表現に関するLusztigの予想を解決した ([6], [7])．
一方，1985年頃に神保道夫とDrinfeldは，量子群と呼ばれる新しい代数系を導入した．
これはパラメータ qを含み，q = 1のときが通常の単純リー代数（あるいはKac-Moody

リー代数）の包絡代数になる．その意味で，量子群はリー代数の q類似と思える．よく
知られているように，量子群の表現論はその後爆発的に進展し，これにより表現論の
枠組みが大きく広がった．また，可積分系の理論やリー代数の表現論への応用も多く
得られた．
筆者は1990年頃から，先に述べたリー代数の表現の旗多様体上での局所化の理論の
量子群版が作れないかという問題意識を持つようになり，折に触れて考えてきた．量
子群の幾何学的表現論と言ってもいいであろう．しかし，それにはいくつかの困難が
伴う．
まず第一に，量子群の旗多様体とは何かという問題に遭遇する．リー代数の場合の
旗多様体の構成を量子群の場合にまねようとすると，どうしても非可換な関数環をも
つ“空間”を考えなければならなくなる．したがって“量子旗多様体”は通常の多様体で
はなく，非可換代数幾何学における対象であるところの非可換スキームと呼ぶべきも
のである．より正確には，量子旗多様体は，Manin [22], Artin-Zhang [2], Verevkin [35]

による「非可換射影スキーム」として，数学的な意味付けを与えることができる．
第二に，量子群の表現の量子旗多様体上での局所化を考えようとすると，今度は量
子旗多様体の上の微分作用素環（量子微分作用素環）とは何かという問題に遭遇する．
Lunts-Rosenberg [18]は一般の非可換射影スキームに対してその上の微分作用素環の概
念を導入し，量子旗多様体の場合には，これに関して，Beilinson-Bernstein対応の類似
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が成り立つことを予想した．しかし，Lunts-Rosenbergの微分作用素環は通常の多様体
に対する微分作用素環と比べると，ずっと巨大なものになってしまう．筆者は，量子旗
多様体の場合に限るが，より小さく，より reasonableな量子微分作用素環の定義を与
え，これに関してBeilinson-Bernstein対応の類似が成り立つことを証明した ([26])．ま
だ考えることはあるのだが，これで一応，量子群の幾何学的表現論の基礎付けはでき
たと言えるのではないかと思う．
先に述べたように，Bezrukavnikov-Mirković-Rumyninは，正標数においても表現の
旗多様体上での局所化の理論を確立したのであるが，最近10年ほどの筆者の研究の中
心は，この理論の量子群版の構成である．一般的原理により，q類似の世界は，パラ
メータqが1のベキ根以外の場合には標数0の世界の類似と思えるが，qが1のベキ根の
場合は正標数の世界の類似を扱っていると思える (qの乗法的位数が標数に対応する）．
したがってBezrukavnikov-Mirković-Rumyninの理論の量子群類似では，qを 1のベキ
根に特殊化して得られる量子旗多様体を考える事になる．この場合，正標数における
Frobenius写像の類似物であるところの「量子Frobenius写像」を用いると，実は，量子
旗多様体を考えることと，通常の旗多様体上である種の非可換環の層を考えることが
同等になる．その意味では，非可換代数幾何の呪縛が解けてしまい通常の（可換）代数
幾何学の言葉ですべてが記述できるので，ある意味話はわかりやすくなるとも言える．
さて，筆者がまねしようとしている正標数におけるBezrukavnikov-Mirković-Rumynin

の理論のポイントは，2つある．一つは，正標数においても導来圏のレベルではBeilonson-

Bernstein対応の類似が成り立つこと．もう一つは，正標数での微分作用素環は余接束
の上で局所化できて東屋代数が得られるのであるが，旗多様体の場合には，この東屋
代数をモーメント写像に関する 1点の逆像に制限すると分裂東屋代数になること．以
上の2点の類似を1のベキ根における量子旗多様体で示すことが問題となる．もしこれ
ができれば，1のベキ根における量子群の既約表現に関するLusztigの予想 [21]の一部
が証明できたことになる．
まず後者に関しては [28]で完全に解決できた．1のベキ根における量子旗多様体に対
して，その余接束およびモーメント写像の類似物 (量子余接束，量子モーメント写像)

が構成されて，量子微分作用素環を量子余接束の上で局所化したものを量子モーメン
ト写像に関する1点の逆像に制限したものは，分裂東屋代数になることがわかる．
ただし前者のBeilinson-Bernstein対応の類似は現時点では未解決である．[30]でこ
の問題を扱い，量子微分作用素環自身の有限部分の導来大域切断の問題に帰着させた．
また，より最近，An型ではこれが正しいことが証明できた．
この講演では，上に述べた研究の概要を説明する予定である．

2. 非可換スキームとしての量子旗多様体
GをC上の連結かつ単連結な単純代数群とする．またB, B−をそのBorel部分群であっ
てT = B ∩B−がGの極大トーラスとなるものとする．このとき

B = B−\G

をGの旗多様体と呼ぶ．これは，射影代数多様体であり，affine開被覆

B =
∪
w∈W

Uw, Uw = B−\B−Bw (WはWeyl群)



を持つ．環の言葉では，次数付き可換環A =
⊕

n∈Z≧0
A(n)と可換環Rw (w ∈ W )が

あって
B = Proj(A), Uw = Spec(Rw)

となる．
そこで，これの量子群類似を構成したい．量子群を用いてA, Rwの類似物Aq, Rw,q

が自然に得られる．これらは，それぞれ次数付き環および環ではあるが，可換ではな
い．それでも，ともかく

Bq = Proj(Aq) =
∪
w∈W

Spec(Rw,q) (2.1)

に意味を持たせたい (したがって非可換代数幾何の世界に踏み込まざるを得ない)．Rw,q

という環があるので，局所的な話なら，この環を用いた定式化が可能であるが，大域
的な話をしようと思うと，貼り合わせがどうなっているかを考えざるを得ない．その
ためには，例えば w1, w2 ∈ Wに対するSpec(Rw1,q) ∩ Spec(Rw2,q)がどのようなもので
あるかを知る必要が出てくる．通常の旗多様体の場合だと，Rw1の積閉集合 Sw1,w2が
自然に定まって，Spec(Rw1) ∩ Spec(Rw2) = Spec(S−1

w1,w2
Rw1)となる．量子群をもちい

ると，Sw1,w2の類似物であるところの，Rw1,qの積閉集合Sw1,w2,qは自然に定まる．しか
し，S−1

w1,w2,q
Rw1,qはS−1

w1,w2
Rw1の類似物とはみなせないようなずっと大きい環になって

しまう 2. これでは貼り合わせができたとは言えない．
Maninはこのような考察を経て，次の考えに至った．� �
環を貼り合わせるのではなく，圏を貼り合わせよ．� �
これが，我々の依拠する非可換代数幾何の出発点である．以下，これに関してもう少
し説明しよう．
Xを通常の（可換な）スキームとする．このとき，Xは準連接OX加群の圏Mod(OX)

から一意的に復元できることが知られている（Rosenberg [25]）．すなわち，アーベル
圏Mod(OX)が与えられたことをもって，スキームXが与えられたと思ってもよい．そ
こで，非可換代数幾何においては� �
ある種のアーベル圏Aが与えられたときに，A = Mod(OX)をみたす “仮想的空
間”Xが与えられたと思う事にしてしまい，この仮想的空間を非可換スキーム呼ぶ．� �
この考えをもとに，非可換射影スキームの理論が構築された（Manin [22], Artin-Zhang

[2], Verevkin [35]）．さらに，より一般の非可換スキームの理論もRosenberg [24]によ
り展開された．
非可換射影スキームの “定義”を述べておこう．B =

⊕
n∈Z≧0

B(n)を（可換とは限

らない）次数付き環とする．次数付き左B加群の圏をModgr(B)で表す．また，M =⊕
n∈ZM(n) ∈ Modgr(B)であって，任意のm ∈ Mに対して十分大きなn0 ≧ 0をとる

とき n ≧ n0 =⇒ B(n)m = {0}が成立するようなもののなす部分圏をTorgr(B)と書
く．アーベル圏Mod(OProj(B))を

Mod(OProj(B)) := Modgr(B)/Torgr(B) = S−1Modgr(B)

2Sw1,w2,qはRw1,qにおいてOre条件を満たしていない．



により定める．ここで S は，Modgr(B) における射 s であって，Ker(s),Coker(s) ∈
Torgr(B)をみたすものの全体を意味する．すなわち，Sに属する射が同型射になるよ
うに（言い換えるとTorgr(B)の対象が 0となるように）Modgr(B)の射を増やして 3得
られる圏がMod(OProj(B))である．そこでMod(OProj(B))が準連接層の圏となるような
仮想的空間Proj(B)が定まったものと思い，これをBから定まる非可換射影スキーム
と呼ぶ．
量子旗多様体の場合に戻ると，今述べた非可換射影スキームの一般的構成を適用し
て，非可換射影スキームBq = Proj(Aq)が，Mod(OBq) = Modgr(Aq)/Torgr(Aq)により
定まる．このとき，貼り合わせ (2.1)は次のように解釈される．まず，Spec(Rw,q)は

Mod(OSpec(Rw,q)) = Mod(Rw,q) := (左Rw,q加群の圏)

により非可換スキームと見なす．また，自然な右完全関手

f ∗
w : Mod(OBq) → Mod(OSpec(Rw,q))

があるので，対応して非可換スキームの射 fw : Spec(Rw,q) → Bqが与えられたものと
思える．いまの場合，f ∗

wは完全関手であり，しかもさらにアーベル圏の局所化を与え
ている．またMod(OBq)における射 sに関して，

f ∗
w(s)が同型射 (∀w ∈ W ) =⇒ sが同型射

が成り立っている 4．以上の事実をもって，非可換スキームBqの affine開被覆 (2.1)が
与えられたものと思うのである 5．

3. 量子旗多様体上のD加群
gをGのリー代数とする．Pをウェイト格子，Qをルート格子とし，N = |P/Q|とおく．
q1/Nを不定元とする有理関数体Q(q1/N)をFで表す 6．このとき，gの包絡代数U(g)の
q類似Uq(g)と，Gの座標環C[G]のq類似Cq[G]が，F上の結合代数として定まる．また
Cq[G]はUq(g)両側加群になる．なお，C[G]は可換環であるが，Cq[G]は非可換である．

もう少しだけ詳しく述べておこう．単純ルートの集合を {αi}i∈I で表す．Uq(g)は，生成元 kλ (λ ∈
P ), ei, fi (i ∈ I) とこれらに関するいくつかの関係式で定義される．Uq(g)はさらにHopf代数になる

のだが，Cq[G]はその双対Hopf代数 7．

このとき，Cq[G]の部分代数Aqが

Aq = {φ ∈ Cq[G] | φfi = 0 (∀i ∈ I)}

により定まる．このAqは自然な次数付けをもち，これが量子旗多様体Bqの斉次座標
環となる．すなわち

Mod(OBq) := Modgr(Aq)/Torgr(Aq). (3.1)

3正確には圏の局所化．圏の局所化は導来圏を定義するのにも用いられる．
4この部分は自明ではない
5Aqの定義は次節．w ∈ W に対応する extremal weight vectorsに関する行列成分を用いて，Aqの斉
次元からなる積閉集合 Sw,qが定まるが，これに関してRw,q = (S−1

w,qAq)(0)（Sw,qはOre条件を満た
す）．Modgr(Aq) → Modgr(S

−1
w,qAq) ∼= Mod(Rw,q)により，関手 f∗

wが定まる．
6通常と異なり，Uq(g)のCartan部分にP の群環を持ってきているので，qの分数ベキが必要になる．
7Uq(g)のタイプ 1の有限次元表現の行列成分の 1次結合の全体.



なおAqは左Uq(g)加群でもある．

より正確には次のとおり．優整ウェイトの全体をP+で表す. λ ∈ P+に対して，

Aq(λ) = {φ ∈ Aq | φkµ = q(λ,µ)φ (µ ∈ P )}

とおくとき，Aq =
⊕

λ∈P+ Aq(λ)．これにより，Aqは P ∼= Z|I|により次数付けされた環にな

る．前節での説明では，Zで次数付けされた環を用いたが，どちらを使っても差はない．以下
P による次数付けを用いる．

そこで，Aqに作用する微分作用素環Dqを，EndF(Aq)の部分代数であって

Aqの元の左かけ算, Aqの元の右かけ算, Uq(g)の元の左作用, 次数作用素

により生成されるものとして定義する 8．Dqは次数付き環である．また，Aqの元は左
かけ算によりDqの元と見なせる．よって，AqはDqの次数付き部分環でもある．次数
付きDq加群Mであって，次数作用素の作用がAqへの作用と同じスカラーで与えられ
るもの 9 のなすアーベル圏をModgr,0(Dq)で表す．このとき，アーベル圏

Mod(DBq) := Modgr,0(Dq)/Modgr,0(Dq) ∩ Torgr(Aq) (3.2)

の対象を，量子旗多様体Bq上のD加群と呼ぶ 10．アーベル圏の局所化の一般論（[23]参
照）により自然な完全関手ω∗ : Modgr,0(Dq) → Mod(DBq)は右随伴関手ω∗ : Mod(DBq) →
Modgr,0(Dq)を持つことがわかる．M ∈ Mod(DBq)に対して，(ω∗M)(0)はDq(0)加群
であるが，自然な準同形写像Uq(g) → Dq(0)により，Uq(g)加群と見なせる．さらに，
(ω∗M)(0)は自明な中心指標をもつこともわかる 11．よって，自明な中心指標をもつ
Uq(g)加群の圏をModtriv(Uq(g))で表すとき，左完全関手

Γ : Mod(DBq) → Modtriv(Uq(g)) (M 7→ (ω∗M)(0)) (3.3)

が定まる 12．� �
Theorem 3.1 ([27]). (3.3)はアーベル圏の同値を与える．また，逆関手は

Modtriv(Uq(g)) ∋ V 7→ ω∗(Dq ⊗Uq(g) V ) ∈ Mod(DBq)

により与えられる．� �
V ∈ Modtriv(Uq(g))に対して，ω∗(Dq ⊗Uq(g) V ) ∈ Mod(DBq)をV の量子旗多様体上
での局所化と呼ぶ．

8µ ∈ P に対して，σµ(φ) = q(λ,µ)φ (φ ∈ Aq(λ)) で定まる σµ ∈ EndF(Aq)を次数作用素と呼ぶ．
9σµ(m) = q(λ,µ)m (m ∈ M(λ))

10次数作用素の作用をひねって，µ ∈ P に対するねじれDBq,µ加群の圏Mod(DBq,µ)も定義される．
11Uq(g)加群であって，((Uq(g)の中心)∩Ker(ε))M = {0} をみたすものを自明な中心指標をもつUq(g)
加群と呼ぶ．ここで ε : Uq(g) → Fは counit.

12ねじれDBq,µ加群の圏Mod(DBq,µ)の場合には，µから定まる中心指標をもつUq(g)加群の圏を考え
る．µ ∈ P+に対して，Theorem3.1の類似が成立する．



4. 1のベキ根の場合
4.1. D加群の圏

ℓ > 1を奇数であって (ℓ,N) = 1を満たすものとし 13，ζ ∈ Cを 1の原始 ℓ乗根とする．
前節に出てきたUq(g), Cq[G], Aq, Dqにおいて，qを ζに特殊化して得られる環（C上
の結合代数）Uζ(g), Cζ [G], Aζ , Dζを考える事ができる 14．
このとき，非可換スキームBζが

Mod(OBζ
) := Modgr(Aζ)/Torgr(Aζ) (4.1)

により定まる．またBζ上のD加群の圏が

Mod(DBζ
) := Modgr,0(Dζ)/Modgr,0(Dζ) ∩ Torgr(Aζ) (4.2)

により定義される 15．Bζ上のD加群を用いてUζ(g)の表現を研究しようというのが我々
の目論見である．

やや技術的になるが，ここで Uζ(g)の中心の構造について述べておこう．Uq(g)の中心 z(Uq(g))は
F[2P ]W と同型になることが知られている（Harish-Chandra同型，[26]など）．対応してUζ(g)の中心
z(Uζ(g))はC[2P ]W と同型な部分環 zHを含むが，z(Uζ(g))自身はもっと大きくなる．より正確には以下
のとおり．B,B−のベキ単根基をN,N−とし，G×Gの部分代数群Kを

K = {(g1t, g2t−1) | g1 ∈ N, g2 ∈ N−, t ∈ T}

により定める．このとき z(Uζ(g))は C[K]と同型な部分環 zF を含み，z(Uζ(g)) = ⟨zH , zF ⟩が成り立つ
（De Concini-Procesi [10]）．z(Uζ(g))が大きいことから，すべての既約Uζ(g)加群は有限次元であるこ

ともわかる．

Uζ(g)加群Mであって，(zH∩Ker(ε))M = {0}を満たすもののなす圏をModtriv(Uζ(g))

で表す．ここで ε : Uζ(g) → Cは counitである．このとき，前節と同様に左完全関手

Γ : Mod(DBζ
) → Modtriv(Uζ(g)) (4.3)

が定まる．

4.2. Beilinson-Bernstein型導来同値

さて，関手 (4.3)の導来関手をとって導来圏の間の関手

RΓ : Db(Mod(DBζ
)) → Db(Modtriv(Uζ(g))) (4.4)

が定まるが，これに関して次の予想が考えられる 16．

13G2型の場合には，(ℓ, 3) = 1も仮定する
14A = Q[q±1/N ] ⊂ F とおく．Uq(g) 等の適当な A-forms UA(g) 等を考え，その q = ζ における特
殊化を Uζ(g)等とする．UA(g)は De Concini-Kac form．CA[G]は Lusztig formの双対 Hopf代数．
AA = A ∩ CA[G]．DA は AA の元の左右のかけ算と UA(g) の作用および次数作用素で生成される
EndA(AA)の部分A代数．

15 qを ζに特殊化した状況でも，ねじれD加群の圏Mod(DBζ ,t)を考えることができる．ここで，バラ
メータ tは，Gの極大トーラスT の点である．

16ねじれD加群の圏Mod(DBζ ,t)でも同様のことが（すべての t ∈ T に対して）成り立つというのが，
より一般の予想である．



� �
Conjecture 4.1 ([30]). ℓはCoxeter数より大きいとする．このとき (4.4)は 3角
圏の同値を与える．� �
代数群に対する誘導関手

Ind : {B−の有理表現} → {Gの有理表現}

の量子群類似
Indζ : {Cζ [B

−]余加群} → {Cζ [G]余加群} (4.5)

が定義される（[1]参照）．ここで，Cζ [B
−]はC[B−]の類似物．� �

Theorem 4.2 ([30]). (i) もしも

RΓ(DBζ
) ∼= Uζ(g)/Uζ(g)(zH ∩Ker(ε)) (4.6)

が成り立っているならば，(4.4)は3角圏の同値を与える．

(ii) もしも
R Indζ(Cζ [B

−]) ∼= Cζ [G]⊗C[P ]W C[P ] (4.7)

が成り立っているならば，(4.6)は正しい．� �
したがって，ℓがCoxeter数より大きいときに (4.7)を証明する事が問題となる．最近

G = SLnの場合にはこれができた．したがって� �
Theorem 4.3. G = SLnの場合，ℓ > Nなら (4.4)は3角圏の同値を与える．� �

4.3. 非可換スキームから可換スキームへ

正標数の代数幾何におけるFrobenius写像の q類似の世界での類似物であるところの量
子Frobenius写像

Fr : Bζ → B (4.8)

が自然に定義される 17．ここで，Bζは量子旗多様体（非可換スキーム），Bは旗多様体
（通常の意味での代数多様体），Frはその間の非可換スキームとしての射である．これに
関して直像をとることにより，B上に（通常の意味での）OB上の結合代数の層Fr∗OBζ

,

Fr∗DBζ
が得られる．どちらも非可換である 18．また

Mod(OBζ
) ∼= Mod(Fr∗OBζ

), Mod(DBζ
) ∼= Mod(Fr∗DBζ

) (4.9)

が容易にわかる 19．さらに (4.3)と (4.9)から定まる関手

Γ : Mod(Fr∗DBζ
) → Modtriv(Uζ(g)) (4.10)

17Lusztigの Frobenius写像 Uζ(g) → U(g)の双対をとって，埋め込み C[G] ⊂ Cζ [G]が定まる．また，
これはA ⊂ Aζを導く．C[G], Aは，それぞれCζ [G], Aζの中心に含まれる．

18A1型の場合に限り，Fr∗OBζ
は可換になる．

19位相空間上の環の層Rに対して，準連接R加群の層のなす圏をMod(R)と書く．



は，通常の代数幾何の意味での大域切断関手と一致する．したがって，パラメータが1

のベキ根の場合には，非可換スキーム自体を考える必要はなくなって，旗多様体（通
常の意味での代数多様体）のうえの非可換な環の層に関する加群の層を考えればよく
なってしまうのである．

4.4. 量子余接束の上での局所化

代数多様体
T = {(B−g, (x1, x2)) ∈ B ×K | gx1x

−1
2 g−1 ∈ N−}

を量子余接束と呼ぶ 20．π : T → B, p : T → Kを自然な射影とする．πはアフィン射
である．pは量子モーメント写像と呼ばれる固有射で，その像 Im(p)は

Kuni = {(x1, x2) ∈ K | x1x
−1
2 はGのベキ単元}

と一致する．
ここで重要となるのは，OB代数Fr∗DBζ

の中心 z(Fr∗DBζ
) はOBよりもずっと大きく

て，T の上の関数の環と一致するという事実である 21．したがって，T 上にOT 代数
Rζが定まり 22，

Mod(Fr∗DBζ
) ∼= Mod(Rζ) (4.11)

が成り立つ．
(4.9), (4.11)により，Uζ(g)加群の局所化を与えるD加群としては，互いに同等な

• 非可換スキームBζ上のDBζ
加群，

• 代数多様体B上のFr∗DBζ
加群，

• 代数多様体T 上のRζ加群

の3つを考える事ができる．このうちRζは次の著しい性質をもつ．� �
Theorem 4.4 ([28]). gが例外型単純リー代数の場合には，(ℓ, 3) = 1と仮定する．

(i) Rζ は階数有限の局所自由OT 加群であって，各ファイバーは行列環と同型
（東屋性）．

(ii) x ∈ Kuniに対して，p−1(x)上の階数有限の局所自由Op−1(x)加群Mxがあっ
て，Rζ |p−1(x)

∼= End(Mx)（分裂東屋性）.� �
森田同値により次がわかる．� �
Corollary 4.5 ([28]). gが例外型単純リー代数の場合には，(ℓ, 3) = 1と仮定す
る．このときx ∈ Kuniに対して，

Mod(Rζ |p−1(x)) ∼= Mod(Op−1(x)).� �
20非可換スキームではなく通常の意味の代数多様体である．Bの余接束の類似物．
21 z(Fr∗DBζ

) ∼= π∗OT .
22Rζ = OT ⊗π−1(z(Fr∗DBζ

)) π
−1(Fr∗DBζ

), π∗Rζ = Fr∗DBζ
.



4.5. Uζ(g)の表現論への期待される応用

Modtriv(Uζ(g))に属するUζ(g)加群であって zF ∼= C[K]の作用もスカラー倍になるよう
なものを考えると，出てくるC[K]の指標はKuniの点と 1対 1に対応する．したがっ
て，各x ∈ Kuniに対して，Modtriv(Uζ(g))に属するUζ(g)加群であってφ ∈ C[K] ∼= zF
の作用がφ(x) idにより与えられるもののなす圏Modx

triv(Uζ(g))を考えるのが自然であ
る．実際，Modtriv(Uζ(g))に属する既約 Uζ(g)加群はすべて，ある x ∈ Kuniに対する
Modx

triv(Uζ(g))に含まれる．
Conjecture 4.1が正しいと仮定すれば，Corollary 4.5により次の予想（Lusztigの予
想 [21]の一部）が証明されることになる．� �
Conjecture 4.6. ℓに関する適当な条件の下で，x ∈ Kuniに対して

#(Modx
triv(Uζ(g))に含まれる既約表現) =

∑
i

(−1)i dimH i(p−1(x),C). (4.12)

� �
なおx = (x1, x2) ∈ Kuniに対して，

p−1(x) ∼= {B−g ∈ B | g(x1x
−1
2 )g−1 ∈ N−}

は Springerファイバーと呼ばれる代数多様体であり，幾何学的表現論の各所に頻出す
る．(4.12)の右辺に現れる数は，有限簡約群の通常表現論に現れるGreen多項式を用い
て，実際に計算が可能である 23．
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